
プレスリリース

国際獣疫事務局（OIE）によるBSEステータス認定の申請に
ついて

今般、我が国の BSE ステータス認定の申請に必要な資料を作成し、OIE に対して、
BSE ステータス認定を申請しましたのでお知らせします。

1．農林水産省は、厚生労働省の協力を得て、我が国の BSE ステータス認定の申請に必
要な資料を作成し、本日、OIE に対し、我が国の OIE 常任代表を通じて、BSE ステー
タス認定を申請しましたのでお知らせします。

2．我が国のBSE ステータスについては、OIE の専門家による審査を経て、来年 5月に予
定されている OIE 総会で決定されます。

【参考】

・ OIE は、加盟国の申請に応じ、当該国の BSE 対策（肉骨粉等の輸入規制、飼料規
制及びサーベイランス）を科学的に評価し、BSE ステータス※を認定。

※ 「無視できるリスク」、「管理されたリスク」

・ OIE は、現在の基準による認定が開始された平成 18 年以降、豪州、ニュージーラ
ンド等の 10 か国を「無視できるリスク」に、米国、カナダ、英国等の 31 か国・
地域を「管理されたリスク」に認定しています。

お問い合わせ先

消費・安全局動物衛生課
担当者：川本
代表：03-3502-8111（内線 4581）
ダイヤルイン：03-3502-5994

当資料のホームページ掲載 URL
http://www.maff.go.jp/j/press/
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参考１

ＯＩＥへのＢＳＥリスクステータス認定申請書の概要

１ ＢＳＥの侵入・増幅リスクへの対策

①侵入対策（輸入規制）

ＢＳＥ発生国からの生体牛及び動物性加工たん白質のようなＢＳＥ感染物質を含む

可能性のあるすべての物質の輸入を禁止

②増幅・暴露対策

飼料規制：１９９６年４月に反すう動物の肉骨粉の反すう動物の飼料への使用を通知に

より禁止し、更に２００１年１０月からは交差汚染を防止する観点から法律によ

りすべての肉骨粉の家畜用飼料への利用を禁止

特定危険部位（ＳＲＭ）等の除去：と畜場におけるＳＲＭの除去・焼却及び、すべてのＢＳ

Ｅ検査陽性牛の焼却を義務付け

２ 届出義務・周知プログラム

我が国では、１９９６年４月にＢＳＥを家畜伝染病予防法の届出義務対象疾

病に追加

行政、研究機関、民間が連携し、講習会や啓発用資料の作成、配布など種

々の周知プログラムを実施

３ サーベイランス

２４か月齢以上の農場死亡牛のサーベイランス及びと畜場におけると畜牛の

ＢＳＥ検査を集計

ＯＩＥの基準に基づく我が国の２００１年から２００７年までのサーベイランスポ

イントは９２７，９５２ポイント

４ 我が国のＢＳＥ発生例

我が国ではこれまでに３５例のＢＳＥ感染牛が確認されているが、２００１年

１０月の飼料規制実施後、２００２年２月以降に生まれた牛での発生は確認され

ていない。

これまでに判明した我が国のＢＳＥ症例の感染源及び感染経路に関する疫

学調査の結果の概要



ＢＳＥステータスごとの主な要件

ステータス
リスク

評価
サーベイランス リスク低減措置

認定を受けた国名

上：2007年認定

下：2008年認定

無視できるリスク

（10か国）

実施 Ｂ型サーベイランス※を実

 
施中

※

 

５万頭に１頭のＢＳＥ感

 
染牛の検出が可能なサー

 
ベイランス

①過去１１年以内に自国内で生まれ

 
た牛で発生がないこと

②フィードバン（飼料規制）が８年以上

オーストラリア、ニュー

 
ジーランド、アルゼンチン、

 
ウルグアイ、シンガポール、

フィンランド、スウェーデン、

 
アイスランド、ノルウェー、

パラグアイ

管理されたリスク

（31か国）

実施 Ａ型サーベイランス※を実

 
施中

※ 10万頭に１頭のＢＳＥ

 
感染牛の検出が可能な

 
サーベイランス

フィードバン（飼料規制）が８年未満 アメリカ、カナダ、チリ、ブ

 
ラジル、スイス、台湾

オーストリア、ベルギー、

 
キプロス、チェコ、デンマー

 
ク、エストニア、フランス、

 
ドイツ、ギリシャ、ハンガ

 
リー、アイルランド、イタリ

 
ア、ラトビア、リトアニア、

 
ルクセンブルク、マルタ、

 
オランダ、ポーランド、ポ

 
ルトガル、スロバキア、ス

 
ロベニア、スペイン、英国、

 
メキシコ、リヒテンシュタイ

 
ン
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